
令和５年度第１回 千葉県防災会議地震対策部会 開催結果 
 

１ 日 時 令和５年１０月２７日（金）１０：００～１１：００ 

 

２ 場 所 オンライン及び対面での開催（千葉県庁本庁舎５階特別会議室） 

 

３ 出席者 

銚子地方気象台長           永田 眞一  

千葉県市長会長 流山市長       井崎 義治  

千葉県町村会長 東庄町長       岩田 利雄  

［代理：副会長 鋸南町長       白石 治和］ 

千葉県消防長会会長          白井 一広  

武蔵野大学工学部建築デザイン学科教授 伊村 則子  

千葉大学大学院工学研究院教授     丸山 喜久  

千葉県防災危機管理部長        添谷 進  

 

４ 会議次第 

（１） 開 会 

（２） 挨 拶 

（３） 構成員紹介 

（４） 議事等 

  ア 地震被害想定の意義 

  イ 千葉県におけるこれまでの地震被害想定調査 

ウ 新しい千葉県地震被害想定調査の方針等について 

（５） 閉 会 

 

５ 議事概要 

〇地震被害想定調査の基本方針として、わかりやすく使いやすい被害想定、最新の知見と

社会情勢を踏まえた被害想定とすることとした。 

〇調査に最新の科学的な知見を取り入れるため、地震対策部会のもとに地震被害想定検討

専門委員会を設置し、より詳細な検討を行うこととした。 

（主な意見） 

〇県庁内所属間あるいは県と市町村間でそれぞれが保有するデータの共有、形式の統一を

進めていただきたい。 

〇社会条件の調査においては生活様式の変化についても検討していただきたい。 

〇人口調査においては社会的な要素（子ども、高齢者、外国人等）による区分も留意して

いただきたい。 


